
平成３０年度エネルギー講演会

主催：（一社）九州経済連合会 後援：福岡商工会議所、福岡経済同友会

■ 日 時 平成30年 5 月 23 日 (水) 15:00 17:00
※開場 １4：３０

■ 場 所 電気ビル本館 ８号会議室
福岡市中央区渡辺通二丁目1-82 電気ビル本館地下２階

講 師 川口マーン惠美 氏（作家）

■ 第２部 パネルディスカッション
これからの再生可能エネルギーを考える
【登壇者】

■ 第１部 基調講演
ドイツの再生可能エネルギーの現状

作家（ドイツ・シュトゥットガルト在住）。日本大学芸術学部卒業後、
渡独。85年、シュトゥットガルト国立音楽大学大学院ピアノ科修了。著
書に、『住んでみたドイツ 8勝2敗で日本の勝ち』（講談社＋α新書）、
『 』（PHP新書）ほか多数。16年、
『ドイツの脱原発がよくわかる本』（草思社）で第36回エネルギー
フォーラム賞・普及啓発賞、18年、『復興の日本人論』（グッドブック
ス）で第38回エネルギーフォーラム賞・特別賞を受賞。現在、『そして
ドイツは理想を見失った』（角川新書）が好評発売中。

【プロフィール】

川口マーン惠美氏
（作家）

浅野浩志氏
（電力中央研究所研究参事）

東嶋和子氏
（科学ジャーナリスト）

コーディネーター



〔参考資料集〕

①日本とドイツの電源別発電実績（2015-2017）
②日本とドイツの太陽光と風力の接続量の推移

③欧州の電力系統図

④ＥＵ２８ヶ国での電源構成の比率（2016）
⑤ＥＵ（2016）と日本（2030）との電源構成比較
⑥日本とドイツのＣＯ2排出量の推移
⑦日本とドイツのＣＯ2排出量の推移（ＧＤＰ比）
⑧豪州で２度起きた広域停電

⑨国際連系線による電力輸出入（ドイツ・デンマーク）

⑩再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰ大量導入に伴うﾈｯﾄﾜｰｸの在り方

⑪九州地方での電力需給状況（平成29年4月30日）
⑫優先給電ルールに基づく再エネ出力抑制

⑬ＦＩＴ買取費用の推移と2030年での見通し
⑭主要国等の排出係数と電源構成
















